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◆
募
集
規
定
　
用
紙
一
枚
に
つ
き
２
首
（
句
）
ま
で
と
し
、
用
紙
の
サ
イ
ズ
は
問
い
ま
せ
ん
。
必
ず
、
地
区
名
と
名
前
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。
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先
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―
０
２
９
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神
崎
町
役
場
ま
ち
づ
く
り
課
　
◎
応
募
い
た
だ
い
た
短
歌
等
は
各
会
で
選
考
の
う
え
、
掲
載
し
ま
す
。

 

ど
こ
ま
で
も
寄
れ
ぬ
レ
ー
ル
の
恋
枕  

喜
　
伝

赤
い
糸
発
車
の
ベ
ル
で
ほ
ど
け
出
し  

五
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納
税
は
酒
と
タ
バ
コ
で
完
納
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只
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行
っ
て
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る
貰
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て
や
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で
半
世
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細
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ル
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ク
サ
リ
よ
り
ダ
イ
ヤ
が
欲
し
い
ね
だ
る
悪
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お
か
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口
先
で
ご
ま
か
す
話
多
す
ぎ
る  

つ
る
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担
ぎ
上
げ
引
き
摺
り
下
ろ
す
永
田
町  

正
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難
過
ぎ
て
節
電
尊
い
火
の
車  

若
　
葉 

見
晴
ら
し
の
良
い
場
所
選
び
お
茶
に
す
る  

竹
　
女 

見
え
隠
れ
せ
ず
に
現
せ
放
射
能  

山
　
花 

戦
前
を
思
い
出
さ
す
は
大
阪
府  

ふ
じ
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町
議
選
戦
う
か
ら
こ
そ
華
が
あ
る  
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政
治
家
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責
任
背
負
わ
ず
恥
じ
背
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和
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怖
い
ヨ
ネ
こ
こ
に
も
放
射
能
あ
る
の
か
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聖
歌
隊
成
果
出
そ
う
と
精
を
出
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坂
　
田

羅
や
受
賞
の
階
を
の
ぼ
る
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並
　
木�

飯
田
喜
久
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落
し
文
観
音
様
の
石
段
に 

並
　
木�

酒
井
　
朝
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虫
干
し
や
読
み
解
き
難
き
父
祖
の
文
字 

香
取
市�

澤
田
多
恵
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愛
宕
山
指
呼
に
八
十
路
の
句
座
涼
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本
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柳
　
迪
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酒
蔵
の
並
ぶ
街
道
蔦
青
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本
　
宿�

森

之

小
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朝
顔
の
莟
三
つ
ほ
ど
し
っ
と
り
と
露
を
ふ
ふ
み
て
庭
の
陽
に
透
く 

 

小
　
松�

石
橋
　
義
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水
張
田
に
鶴
か
と
紛
う
巨
大
鷺
早
苗
の
中
を
行
き
つ
戻
り
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毛
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行
き
づ
り
の
庭
に
見
て
ゆ
く
朝
顔
に
苦
瓜
い
っ
ぽ
ん
ま
じ
り
て
お
り
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打
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も
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か
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も
住
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苦
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推
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進
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も
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枝
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照
る
き
ん
か
ん
の
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初
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大
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揺
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田
喜
久
子 

夕
ば
え
の
空
に
一
筋
飛
行
雲
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こ
へ
行
く
の
か
ほ
そ
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ゆ
く
な
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第２の人生を笑顔で！！ 

神崎自給共生の家 
人に優しい暮らし 

人々との相互扶助による自立を 

〒289－0222 
神崎町並木１０１ 

石　橋　武　雄 
TEL：０４７８－７２－３２６７ 

　道路は、私たち

の毎日の暮らしや

経済を支える基本

的な社会資本です。

　今回の東日本大

震災により、その

大切さが改めて、実感できたと思います。

　道路が果たしている役割や重要性について

理解を深めてもらうため、毎年８月を「道路

ふれあい月間」とし、特に８月１０日を「道

の日」と定めています。

　この機会に、道路の安全で正しい利用を見

直してみましょう。

「不思議だね　この道歩くと　ほっとする」 


